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フィリピンにおける 19 世紀後半から 
20 世紀前半にかけての気象観測記録 
 
赤坂 郁美 
 
1. はじめに 
 
近年の気候変化や異常気象の頻発に対する緩和策・適応策を講じるために、また気候予測の
精度を向上させるために、過去の気候変化とその要因に関する研究がますます重要視されるよ
うになってきた。しかし、これまでの気象観測により得られたデータの全てが研究に充分に利
用されているわけではない。歴史的な理由から気象観測データが複数の国々に散逸している場
合や、データが紙やマイクロフィルムの形式で保存されているため使われないままになってい
る場合がある。近年では、できる限り長期の気候変化の実態とその要因を明らかにするために、
これらの未利用データを収集し、ディジタルデータとして保存、整備する「データレスキュー」
1) というプロジェクトが国際的に進んでいる（財城，2011）。本稿では、「データレスキュー」
が進む気象観測資料の一つとして、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてのフィリピン気象観
測記録について報告する。19 世紀後半のフィリピン気象観測記録の所在や概要について示した
先行研究がないため、特にこれについて詳しく述べる。20 世紀前半の気象観測記録の所在およ
びデータレスキューの現状についても簡単に報告する。最後に、これらのデータの一部を用い
て解析したフィリピンにおける 100 年スケールの月降水日数変動を示す。 
 
2. 1950 年以前のフィリピン気象観測史 
 
近年のように「データレスキュー」が国際的に、かつ積極的に進められるようになる以前か
ら、世界各地の地上気象観測データの収集は進められていた。例えば、NOAA（National Oceanic 
and Atmospheric Administration）の NCDC（National Climatic Data Center）が提供する
GHCN（Global Historical Climatology Network）というデータベースでは、世界各地の月単
位もしくは日単位の平均気温や降水量等の地上観測データを収集し、データの品質チェックを
行った上で公開しており、地域によっては 150 年以上の気象観測データをここから得ることが
できる（たとえば Lawrimore, 2011）。しかし、世界のどの地域においても時間的・空間的に
均質な気象観測データが得られるわけではない。特にアジア地域では、公的な気象機関設立以
前の気象観測データは収集・整備されていない場合が多く、データが整備されている場合でも
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月単位より細かいデータは得られないことが多い。その中でも、東南アジア地域は 20 世紀前
半以前の気象観測データが充分に得られない「データの空白域」として知られている。GHCN
の月降水量データセットに収録された観測地点をみても、東南アジアでは 20 世紀前半のデー
タはほとんど収録されていない状態となっている（Wan et al., 2013）。 
このような背景から、東南アジアと南太平洋の国々における気象観測記録の「データレス
キュー」にむけ、Page et al.（2004）は、各国の気象機関と共同で、日単位の降水量および気
温データの利用可能期間や観測地点数を調査した。その結果、フィリピンの日降水量データに
関しては、1920～1950 年にかけて 30 地点前後のデータが冊子の状態で存在することがわかっ
た。これらのデータは気候の長期変化を明らかにする上で必要不可欠ではあるものの、観測地
点数や気象観測項目等のチェック、観測記録のディジタル化が進んでいなかったため、研究へ
の利用は容易ではないと認識されていた。 
一方で、東南アジアや東アジアに 20 世紀初頭以前の気象観測データが全く存在しないわけ
ではない。20 世紀初頭もしくはそれ以前に旧宗主国により行われた気象観測の記録が、紙のま
ま未整理の状態で残されている場合があり、フィリピンもそのような状況にあった（Udias, 
1996）。現在のフィリピン気象局（PAGASA：Philippine Atmospheric, Geophysical and 
Astronomical Services Administration）が気象観測を開始する以前の、1865～1942 年のフィ
リピン気象観測略史を表 1 に示す。フィリピンで最初の気象観測は、1865 年にスペインのイ
エズス会によって設立された学校の観測所（Observatorio del Ateneo Municipal）において、
数学教師・Francisco Colina の手により開始された（Udias, 1996：Udias, 2003）。イエズス会
は 19 世紀半ば頃から東アジア、東南アジア、南太平洋の島々で気象や地震の観測網を展開し
ており、ヨーロッパ地域ではほとんど発生しない台風や地震などの自然現象に興味をもってい
たとされる（Udias, 1996）。1930 年代までのフィリピン気象観測データはイエズス会の神父
Deppermann が台風の研究に利用していたこともわかっている（小林・山本，2014；Masuda 
et al., 2008）。 
イエズス会士により開始された気象観測は、アメリカ領有後も当時のフィリピン気象局
（Philippine Weather Bureau）に引き継がれていたが、1942 年に日本軍が気象観測所を占領
したさいに、全て停止した。1942～1944 年には日本軍による気象観測記録が残されている。
1945 年 2 月には日本兵が観測所に放火したことにより、図書や文書も消失したとされる（小
林・山本，2014）。第二次世界大戦の終戦後は、フィリピン文部科学省の組織の一つとしてフィ
リピン気象局（PAGASA）が新たに設立され、気象観測が再開された。イエズス会によって設
立されたマニラ観測所（Manila Observatory）は、現在はアテネオ・デ・マニラ大学構内にあ
り、気象観測は行っていないものの 1951 年以降、地震観測や電離層観測を継続している（小
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林・山本，2014）。 
このような歴史的な経緯から、フィリピンの気象観測は、主に次の 4 つの時代に分けること
ができる。イエズス会によって気象観測が行われていた 19 世紀後半、アメリカ領有後の 20 世
紀前半、日本軍によって気象観測が行われた 1940 年代前半、そして、フィリピン気象局
（PAGASA）による観測が開始された 1950 年代以降である。このように気象観測が複数の国々
によりパッチワーク状に継続されてきたため、PAGASA 設立以前の気象観測記録は、PAGASA
によりその全てが保存・整備されているわけではなく、所在不明なものも多くあった。しかし
ながら、近年は、データレスキューに関連するプロジェクトや研究により、1866 年～1940 年
代の気象観測記録の所在が徐々に明らかになってきており、データレスキューが進められてい
る。 
 
表 1．1865～1942 年のフィリピンの気象観測史の概略 
年 気象観測史 
1865 マニラに “Observatorio del Ateneo Municipal（Manila Observatory）” が設立され，イエ
ズス会士（Jesuit）により最初の気象観測が開始される． 
1887 ルソン島に 10 地点の観測所が設置される． 
1895 観測所が 3 部門（気象観測，地磁気観測，地震観測）から構成される． 
1901 ”Philippines Weather Bureau” が米国に引き継がれ，フィリピン全土に渡る約 51 地点の
観測網がつくられる．1901～1940 年の年ごとの気象観測記録が ”Monthly Bulletin” 
と ”Annual Bulletin” にまとめられ発行される． 
1942 日本軍がマニラを占領したことより気象機関の全ての業務が停止した． 
Udias（2003）に基づき作成 
 
3. 19 世紀後半のフィリピン気象観測記録 
 
19 世紀のフィリピン気象観測記録の所在を明らかにするために、2009 年 4 月に日本の気象
庁図書室の書庫を調査したところ、19 世紀後半の数年分の気象観測記録が収蔵されていること
がわかった。残りの 19 世紀後半における気象観測記録の所在とデータの概要を確かめるため
に、2009 年 8 月 22 日～9 月 5 日にかけて、1950 年以前のフィリピン気象観測記録が収蔵され
ていると考えられるオランダ王立気象研究所（KNMI2)）、イギリス気象庁（Met Office3)）、ス
ペインの Ebro 測候所 4) を訪ねた。これらの調査から明らかとなった 19 世紀後半のフィリピン
気象観測記録の収蔵先とデータ概要を表 2 にまとめた。表には、データレスキュー状況につい
ても記した 5)。気象観測が開始された 1865 年の気象観測記録の原簿を発見することはできな
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かったが、1866～1900 年の気象観測記録の収蔵先とデータ概要が明らかになった。 
19 世紀の気象観測記録の様式は時代と共に幾度か変更されている。たとえば 1866～1869 年
の間は、マニラの気象観測値だけでなく、折れ線グラフや風配図でも観測結果が示されている。
これらと天気概況の記載等が共に大判シートにまとめられている（図 1）。1866～1867 年は 1
年ごとに 1 枚のシートに、1868～1869 年は 1 か月ごとに 1 枚のシートにまとめられていた。
1870～1879 年は降水量と水蒸気圧については日単位の観測値が記されており、その他の気象
要素については午前 6 時～午後 9 時まで 3 時間おきの観測値が記録されている（図 2）。1876
年以降の気象観測記録は Met Office だけでなく、KNMI や日本の気象庁図書室にも所蔵されて
いる。本調査により発見されたほとんどの年の気象観測記録の場合、天気概況や注釈等がスペ
イン語であることを除けば、容易に当時の観測値を知ることができる。しかし、1883～1888
年にかけては気象観測記録の原簿がなく、原簿をもとに作成されたグラフ形式のデータしか発
見できなかった（図 3）。ここから日々の気象観測記録を読み取ることは困難であり、解析に利
用するのは容易ではない。また 1865 年に加え、1875 年、1877 年、1889 年の気象観測記録も
本調査では発見できなかった。 
1888 年まではマニラの気象観測値のみが記されているが、1890 年以降はマニラの他にもル
ソン島に 15 地点ほど観測地点が設置されたため（図 4）、これらの地点における観測値も記録
されている。観測地点数は 1898 年には 22 地点に増えている。しかし 1899～1901 年にかけて
は再びマニラの観測値しか記録されていない。現在、これらの観測記録のうち、フィリピンの
気候を特徴づける要素である日降水量と、台風と関連の深い気圧の観測記録を中心に、筆者と
共同研究者でデータレスキューを進めている。 
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表 2．1865～1900 年のフィリピン気象観測記録の収蔵先とデータ概要 
年 地点 要素 観測時間間隔 収蔵先 
データレスキュー 
状況および備考 
1865     未発見 
1866－1869 マニラ T，P，RH，VP，
W 
1866～67 年は年単位，
1868 年以降は日単位 
MO 写真撮影 
グ ラ フ 付き 大判
シート（1か月1枚） 
1870－1874 マニラ T，P，RH，VP，
W, O 
降水量や水蒸気圧量は日
単位，オゾンは 1 日 2 回．
その他の要素は 6 時，9
時，12 時，15 時，18 時，
21 時の観測値有 
MO 写真撮影 
データは表形式 
1875，1877     未発見 
1876，1878，
1879 
マニラ T，P，RH，VP，
R，W，C, O 
降水量や水蒸気圧量は日
単位 
その他の要素は 6 時，9
時，12 時，15 時，18 時，
21 時の観測値有 
MO，E，
KNMI，
JMA 
写真撮影 
データは表形式 
1880－1882 マニラ 降水無，P  JMA，  
KNMI 
この期間の記録が
1 冊に収録 
1883－1888 
（1883 年は
7 月以降） 
マニラ T，P，RH，VP，
R, W 
日単位より細かく記録さ
れているようだが，観測
時間間隔をグラフから読
み取ることは困難 
MO， 
KNMI 
写真撮影 
原簿はなく，グラフ
のみ発見 
1889     未発見 
1890－1898 マニラとそ
の他の地点
（20～30 地
点） 
T，P，RH，VP，
R，W，C 
マニラは時間単位．その
他の地点は 10 時と 16 時
に観測（9 時と 15 時に観
測の地点も有） 
E，JMA，
KNMI 
紙資料をコピーも
しくは写真撮影後
に pdf に変換 
データ表形式 
1899－1900 マニラ T，P，RH，VP，
R，W，C 
時間単位 E，JMA 紙資料をコピーし
pdf に変換 
気象観測要素：T（気温），P（気圧），RH（相対湿度），VP（水蒸気圧），R（降水量），W（風力／風向），
C（雲量），O（オゾン）／所蔵先：E（Ebro 測候所図書室，スペイン），MO（Met Office Archives，U.K.），
JMA（気象庁図書室，日本），KNMI（王立オランダ気象研究所図書室，オランダ）．本表は，財城真寿美
准教授（成蹊大学）と筆者が 2008～2009 年に行った調査により作成した表を編集したものである． 
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図 1．1868 年 9 月の気象観測記録 
（Observatoril Meteorologico del Ateneo Municipal de Manila, Met Office 所蔵，筆者撮影） 
（左）データシート全体を撮影したもので，黒い四角は日降水量の観測に関する部分を示してい
る．（右）左図の四角の部分を拡大したもの． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．1870 年 7 月の気象観測記録 
（Observatorio meteorologico del Ateneo Municipal de Manila, Met Office 所蔵，筆者撮影） 
（左）左から気圧，オゾン，気温の観測記録．（右）左から 2 列目が日降水量の観測記録． 
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図 3．1885 年 8 月のグラフシート 
（Observatorio meteorologico de Manila, Met Office 所蔵） 
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図 4．1891 年 1 月の地点分布 
標高 500m 以上が灰色で，1500m 以上が濃い灰色で示されている． 
観測当時はスペインのイエズス会による観測であったため，子午線の基準が現在と異なり，
現在の観測地点と地点名が同じ地点でも経度に 6 度ほどの差が生じていた．本来は，現在
の経度への変換が必要になるが，本稿では現在の観測地点との経度差を利用して，およそ
の地点分布を作成した．  
 
 
4. 20 世紀前半のフィリピン気象観測記録 
 
1901～1940 年 8 月までの気象観測記録については、Kubota and Chan（2009）や Masuda 
et al.(2008)等の調査により、そのほとんどが日本の気象庁図書室やハワイ大学図書館に所蔵さ
れていることがわかっている。1901～1940 年の気象観測データは当時のフィリピン気象局
（Philippine Weather Bureau）が発行していた ”Monthly Bulletin”（月報）に、1904～1938
年の気象観測記録の一部は ”Annual Report”（年報）にも収録されている。1903 年頃までは
スペイン語と英語の記載が混在している箇所もみられた。“Monthly Bulletin” に収録されてい
る観測項目や地点数を表 3 にまとめた。表 3 をみると、特にマニラとバギオでは多くの気象要
素が観測されていたことがわかる。マニラとバギオ以外の観測地点は 1904 年には 16 地点あっ
たが、その後、観測地点は増え続け、1940 年 1 月には 300 を超える地点が設置されていた（図
5）。現在のフィリピン気象局（PAGASA）の気象観測地点は 84 地点ほどであることと比較す
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ると 6)、その数がいかに多いかがわかる。これらの観測地点のうち、データレスキューのため
に、現在の観測地点と比較的近い場所 7) に位置しており、できるだけ長期に観測が継続されて
いる 39 地点を選定した。39 地点の位置（緯度・経度）は 1907 年もしくは 1908 年以降、1940
年まで変更されていない。日本の文部科学省が進める DIAS（データ統合解析システム）等の
研究プロジェクトにより、これら 39地点で観測された気圧と日降水量データを中心としたデー
タレスキューが進められている。Kubota and Chan（2009）は、この気圧データを利用するこ
とで、20 世紀初頭から現在までの西部北太平洋域における台風発生頻度の 100 年スケール変
動を初めて明らかにした。 
 “Monthly Bulletin”の気象観測記録は 1940 年 8 月までしか発見されていないが、1942 年 1
月からは日本軍による気象観測が開始され、その気象観測記録は「比律賓気象月報」に収載さ
れている（小林・山本，2014）。日本軍による観測地点は ”Monthly Bulletin” に収録されてい
るものより少ないが、1943 年 9 月号にはフィリピン全土に渡る 17 地点の気象観測記録が残さ
れている。小林・山本（2014）によると、「比律賓気象月報」は 1942 年 10 月号以降、欠測の
月もあるものの 1944 年 1 月号まではその所在がわかっている。 
 
表 3．Monthly Bulletin に収録されている気象観測要素と地点数 
 
表の中の数字は，観測要素ごとの観測地点数を示す．各年の Monthly Bulletin の 1 月の観測地点表を基に
作成した．斜体の数字は月別値であることを示す．それ以外は，日単位もしくはそれより細かい時間間隔
で観測記録が残っている．本表は海洋研究開発機構の増田耕一研究員と共同で作成した表に基づき作成し
た． 
 
気象観測要素／年 1901 02 03 04-06 07-13 14-17 18-20 21-25 26-33 34-38 39-40
気圧 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
気温 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
地温 1 1
相対湿度 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
風向・風力 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
日照時間 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
降水量 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
水蒸気圧 1 2 2 2 2 2 2
蒸発量 1 1 1 2 2 2 2 2 2
雲量 2 2 2 2 2 2
放射量 2 2 2 2 2 2
気圧 16 17
気温 12 46 16 35 50 100 220 250 180 300
相対湿度 16 35
風向・風力 16 17
雲量 35
降水量 16 51 16 52 50 100 220 250 180 330
マニラ，
バギオ
その他の
地点
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図 5．1940 年 1 月の気象観測地点分布 
1940 年 1 月の Monthly Bulletin の観測地点表から地点の緯度，経度を読みとって図化した． 
 
5. 1865 年以降のマニラにおける降水の長期変化 
 
 フィリピンで最も長期の気象観測記録が存在するのはマニラである。ここでは降水量に焦点
をあて、マニラにおける 19 世紀後半以降の月単位の降水変動特性について述べる。日降水量
データについては現在データレスキューが進行しているところであるため、19 世紀後半におけ
るフィリピンの気候についてまとめた報告書（Algue, 1904）に記載されていた 1865～1902
年の月降水量と月降水日数をディジタル化して使用した 8)。1901～1940 年 8 月まで
は ”Monthly Bulletin” にあるマニラの日降水量データから月降水量と月降水日数を算出した。
1901～1902 年のデータは Algue（1904）と ”Monthly Bulletin” のデータが重複しているた
め、データを比較し、値が同じになることを確認してデータを接続した。1950 年以降のデータ
は PAGASA により観測された日降水量データから算出した。 
 まずマニラにおける月降水量と月降水日数の平均的な季節変化について述べる。マニラの平
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均的な降水の季節進行は、主に夏季の南西モンスーンの開始・終了、冬季の北東モンスーンへ
の交替により特徴づけられる。マニラでは、フィリピン周辺域で南西モンスーンが開始する 5
月半ばから雨季が始まり、7～8 月にかけて南西モンスーンの発達に伴い降水量、降水日数共に
ピークをむかえる（図 6）。9 月になると降水日数は 7～8 月と同程度であるが、降水量は減少
し始める。北東モンスーンが卓越する 10～12 月にかけては、マニラは北東モンスーンの風下
側となるため降水量、降水日数共に減少傾向になり、1～4 月は乾季となる。マニラはフィリピ
ンの中でも雨季・乾季が明瞭な地域であるといえる。 
 次にマニラの 1866～2010 年の月降水日数の季節変化を図 7 に示す。マニラでは平均的には
夏季（7～9 月）の降水日数が最も多いが、年代により季節変化の特徴は異なる。たとえば、1900
年初頭から 1960年代半ばまでは夏季降水日数が 20日以上の年が多くみられるが、1865～1875
年や 2000 年以降は、夏季降水日数が 20 日を下回る年が連続的に出現している。また 1960 年
代後半以降は、雨季の終わり頃にあたる 12 月を中心とした 3 か月平均降水日数の年々変動が
大きくなっており、乾季の始まり頃にあたる 1 月を中心とした 3 か月平均降水日数には減少傾
向がみられる。このように季節により月降水日数の長期変動特性は異なり、同様の特徴は月降
水量の季節変化にもみられた（図略）。これらの長期変動は、東南アジア地域の気候を左右する
モンスーンの強弱や台風の発生数および経路の長期変動に関連したものである可能性が高い。
このことを明らかにするためにも、まずはデータレスキューにより得られた長期の日降水量
データを用いて、降水の季節変化とその長期変動特性に関するより詳細な解析を行う必要があ
る。 
 
 
図 6．マニラにおける月降水量と月降水日数の季節変化 
（1865～2010 年平均．月降水日数は 1866～2010 年平均．1940 年 9 月～1948 年 12 月，
1976 年 1 月～1977 年 12 月，1979 年 1 月～1981 年 12 月の値は欠測．）棒グラフは月降水
量を，折れ線グラフは降水日数を示す． 
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図 7．マニラにおける月降水日数の季節変化（1866～2010 年） 
日降水量 0.1mm 以上の日を降水日として，3 か月移動平均値を算出した．欠測期間は図 6 と同じである． 
 
 
5. おわりに 
 
 本稿では、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてのフィリピン気象観測記録に焦点をあて、
その所在とデータ概要を報告した。またデータレスキューされたデータの一部を用いて、マニ
ラにおける月降水日数の 100 年スケール変動を示した。フィリピンでは、歴史的な経緯により
19 世紀後半から 20 世紀前半にかけてはスペイン、米国、日本によってパッチワーク状に気象
観測が継続されてきた。これらの気象観測記録のデータレスキューを行い、20 世紀後半以降の
観測記録と接続することで、これまで明らかにされてこなかった 100 年スケールのフィリピン
における気候変化の実態が解明されつつある。たとえば、2000 年以降には夏季降水日数が 20
日以下の年が多くみられるが、同様の特徴は 19 世紀後半にもみられる（図 7）。つまり、2000
年以降の夏季降水日数の減少傾向は、近年の気候変化によるものではなく、気候の自然変動の
一部である可能性もある。近年の気候変化とその要因を明らかにするためには、20 世紀後半以
前も含めたより長期のデータを用いて、20～30 年周期を超える気候変動も考慮した解析を行う
必要がある。 
 近年、東南アジア地域では、フィリピンだけでなくベトナムやインドネシアにおいても 20
世紀前半以前の気象観測記録のデータレスキューが進められている。これらのデータによる解
析を行うことで、今後は、フィリピンを含む東南アジア広域における 100 年スケールの気候変
化の実態が明らかにされていくであろう。フィリピンの気象観測記録のように、各地に散逸し
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た記録を発掘し収集することはたやすいことではないが、先人たちの気象観測を無駄にせず、
気候変化の実態を明らかにしていくために、データレスキューとそれにより復元される気候変
化の研究を進めたい。 
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注 
1) 財城（2011）によると、データレスキュープロジェクトは世界気象機関（World 
Meteorological Organization: WMO）が進める 4 つの世界気候計画（World Climate 
Programme: WCP）のうち世界気候資料計画（World Climate data and Monitoring 
Programme: WCDMP）に位置づけられている。WMO はデータレスキューを「気象観測
のイメージファイルを、劣化の危険性がなく更新可能なメディアに保存すること」、「観測
データの数値を解析可能な形式で入力すること」としている。世界規模のプロジェクトとし
ては、WMO により支援される地中海周辺諸国にある長期気候データを対象とした
MEDARE（Mediterranean Climate Data Rescue）や、全球の地上・海上気象データのデー
タレスキューとその四次元気候復元を目的として行われている ACRE（Atmospheric 
Circulation Reconstructions over the Earth）などがある。 
2) ユトレヒトにある Koninklijk Nederlands Meteorologisch Instituut の略。研究所の図書室
で資料調査を行った。 
3) エクセタ―にある Met Office の National Meteorological Archives で資料調査を行った。
閉架式であったため、直接資料を手に取ることはできず、どのような資料が欲しいかを司書
に伝え、書庫から取り出してきてもらうという利用形式であった。 
4) 図書室で資料調査を行った。イエズス会により 1904 年に設立されたスペインの中でも長い
歴史を有する測候所である。 
5) 通常、紙資料のデータレスキューの第一段階として、資料のコピーや写真撮影等による画像
化が行われる。そのようにして紙資料を「レスキュー」した後に、コピーした資料や画像か
ら気象観測値のディジタル化が行われる。2009 年の調査においても、気象観測記録の収集
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とデータレスキューのために、日本の気象庁図書室にはない資料を中心にデジタルカメラで
撮影を行った。 
6) 現在は Synoptic Station と呼ばれる地点が 58 地点、Agromet と呼ばれる農業気象観測地
点が 26 地点設置されている。 
7) 現在の観測地点の緯度、経度との差が 1’以内におさまるような地点を選定した。 
8) Algue（1904）は、2009 年に Ebro 測候所を訪ねたさいに入手したものである。1865 年の
月降水日数は欠測である。 
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